
 1

１ 調査の概要 

令和７(2025)年 10 月 21 日  
保護者の皆様  

札幌市立平岸中学校  
校長 須 藤 勝 也  

 
 令和７(2025)年度 全国学力・学習状況調査結果について  

 
 秋冷の候、保護者の皆様にはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。また、日
頃から本校の教育活動に温かい御理解と御協力をいただき感謝申し上げます。  
 さて、本年４月に実施されました標記の調査につきまして、文部科学省から届いた調
査結果をもとに、本校において、生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て
るために分析を進めてまいりました。このほど、分析結果がまとまりましたので、その
概要について別紙の通り保護者の皆様にお知らせするとともに、学校ホームページにも

掲載いたします。  
 なお、本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活
動の一側面であることを御理解くださいますようお願いいたします。  
  
 
 

 
 本調査は、文部科学省が、学校の設置管理者等（教育委員会、学校法人等）の協力を
得て実施するものです。 

 
（１）調査の目的 

 
 
① 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の 

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善 

を図る 
 

② 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる 
 

③ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する 
 

 
 （２）調査の対象 

 
国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒  

          
 （３）調査の内容  
 

① 教科に関する調査（国語、数学、理科）  
 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問調査（アンケート） 
 
        ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査  
 
 （４）調査実施日 

 

令和７(2025)年４月 15 日(火) 質問調査、理科 

   令和７(2025)年４月 17 日(木）国語、数学 
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 ２ 「教科に関する調査」結果 

              教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈記号の意味〉 
△ 上回っている +3.1 以上 

◇ 
ほぼ同程度 

やや上回っている ＋３ポイント以内 
◆ やや下回っている －３ポイント以内 

▼ 下回っている －３.１以上 

【中学校国語】 
 

本校の概要 課題 改善の方向 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」
△ 全国平均を上回っている。 
 
 
 
 
「話すこと・聞くこと」 
◇ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 
 
 
 
 
「書くこと」 
◆ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 
 
 
「読むこと」 
◇ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 
 
 
 

○ 

 
○ 

○ 

○ 

● 事象や行為を表す語彙
について理解するこ
と。 

 
 
 

● 相手の反応を踏まえな
がら、自分の考えがわ
かりやすく伝わるよう
に表現を工夫するこ
と。 

 
 

● 自分の考えが伝わる文
章になるように根拠を
明確にして書くこと。

 
 

● 文章の構成や展開につ
いて、根拠を明確にし
て考えること。 
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              教科に関する調査の結果概要及び改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈記号の意味〉 
△ 上回っている +3.1 以上 
◇ 

ほぼ同程度 
やや上回っている ＋３ポイント以内 

◆ やや下回っている －３ポイント以内 
▼ 下回っている －３.１以上 

【中学校数学】 
 

本校の概要 課題 改善の方向 

「数と式」 
◇ 全国平均とほ

ぼ同程度であ
るが、やや上
回っている。 

 
 

「図形」 
◇ 全国平均とほ

ぼ同程度であ
るが、やや下
回っている。 

 
「関数」 
△ 全国平均より

上回ってい
る。 

 
 
「データの活用」 
◇ 全国平均より上

回っている。 
 
 
 

○ 

○ 

○ 

○ 

● 事柄が常に成り立つ
とは限らないことを
説明する場面におい
て、反例をあげるこ
と。 

 
 

● 統合的・発展的に考
え、条件を変えた場
合について、証明を
評価改善することが
できること。 

 
● 事象を数学的に解釈

し、問題解決の方法
を数学的に説明する
ことができること。 

 
 

● 必ず起こる事柄の確
率について理解して
いること。 
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               公開問題の結果から見る、教科に関する調査の結果概要及び 
改善の方向等について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中学校理科】 
 

課題 改善の方向 

「エネルギー」を柱とする領域 
基礎的な知識をもとにして身近な事象に
ついての考察を行えること。 
 
 
 

 
「粒子」を柱とする領域 

気体の性質に関する基礎的な知識を身に
つけ、それをもとに考察すること。 
 
 
 
 

「生命｣を柱とする領域 
小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する
構造について学習する場面において、共
通性と多様性の見方を働かせながら比較
し、多面的、総合的に分析して解釈する
こと。 
 

○ 

 
 
○ 

○ 
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３ 「生活習慣や学習環境等に関する質問調査」結果  
 
 

調査結果の中から、本校の３つの「求める生徒像」と特に関連の深い設問を取り上げています。また、

全国と比較して差異の大きい質問をとりあげています。 
 

（１）自ら学び、より良く問題を解決できる生徒 
 
     ・ 学ぶ意欲を持ち、目標に向かって努力することができる  
    ・ 深く考え、より良い判断をすることができる  
    ・ 何事にも積極的に取り組み、自分を表現することができる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本校の課題 改善の方向 

全国と比較して「肯定的な回答の少な
いもの」 
 
・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 課題解決的な学習を充実させ、

自分で考えようとしたり、各教

科の学習と結びつけて自分の考

えをまとめようとしたりする姿

勢を育んでいく授業展開を工夫

していきます。 

 

 

・ 自分の学びの伸びを実感できる

よう、単元や題材ごとの振り返

りの場面を大切にし、他教科と

の関連や小学校の既習事項との

関連を図りながらの授業構築を

心がけていきます。 

 

 

・ 本校の大きな課題の一つとして

ICT の有効的な活用があげられ

ておりましたが、学年によって

取組に差があるようです。各教

科はもちろん、道徳や総合的な

学習の時間、生徒会活動等、多

面的に活用できるよう、今後も

研修を積んでいきます。 
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（２）豊かな人間性と社会性を身につけている生徒 
 

 
    ・ 礼儀や規律をわきまえ、行動することができる  
   ・ 温かい心を持ち、人や自然と接することができる       
    ・ 心豊かに、しなやかな感性を磨き合うことができる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今後も大切にしたい特徴 

全国と比較して「肯定的な回答の多いもの」 

○ 

○ 

○ 

本校の良い特徴の一つとして、学級活動の充実があります。全国平均と比較して、大幅に上回ってお

ります。深く考え、目標に向かって努力したり、自分を表現したりできるよう、今後も学級での話し

合い活動を大切にして参ります。 

本校の課題 改善の方向 

全国と比較して「肯定的な回答の少
ないもの」 
・ 

キャリア教育の更なる充実が本校の課題の

一つと思われます。３年生は今後の進路実

現のみならず、自己の良さを生かした将来

設計を描けるよう、個々に応じた的確なア

ドバイスを心がけて参ります。 

今後も大切にしたい特徴 

全国と比較して「肯定的な回答の多いもの」 

○ 
○ 
○ 
○ 
良好な友達関係を築いている様子が窺われます。上記項目は、いずれも全国平均と比較して、大幅に

上回っており、心の安定を感じます。校内の行事や活動はもちろん、地域社会・家庭とのつながりを

大切にしながら、自己有用感を高める取組を更に充実させていきたいと思います 
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４ 最後に今年度の「学力・学習状況調査」について 

（３）命を愛し、健康でたくましく生きる生徒 
 
 
     ・ 明朗で、健康な心身を持ちながら鍛え合うことができる  
    ・ まわりの人々や社会の幸福・発展のために尽くすことができる  
    ・ 生命を尊重し、謙虚で感謝の気持ちを持つことができる  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

◇ この結果を踏まえ、生徒の声を聞きながら、より一層生徒に寄り添った形の学習活動を展開することにより

学力の向上に努めていきたいと思います。本校では、今後も機会あるごとに保護者の皆様に取組の趣旨を説

明し、理解を深めていただけるように努力してまいります。各ご家庭におかれましてもご協力をよろしくお

願いいたします。 

 

 

 

この調査結果に関するお問い合わせは（平岸中学校 ℡ 811－9585 ）まで 

 

本校の課題 改善の方向 

全国と比較して「肯定的な回答の少な
いもの」 
・ 

・ 

朝食をとる割合は全国平均よりかなり

低い数値となっております。ご家庭の

ご協力をお願いいたします。 
「小中一貫した教育」や「地域とのつ

ながり」を今後一層充実していく予定

です。ご家庭、学校、地域の連携を深

められるよう努力していきます。 

今後も大切にしたい特徴 

全国と比較して「肯定的な回答の多いもの」 

○ 
○ 
○ 
「自分には、よいところがある」の質問に対しては、昨年度に引き続き肯定的な回答が高くなってお

ります。ご家庭でしっかりお子様を受け止めていただけていることに起因する部分が大きいかと思い

ます。「困りごとや不安がある時に、大人にいつでも相談できる」の質問への肯定的回答も多く、今

後も一層、担任、学年所属副担任、ＳＣ、相談支援パートナー等、様々な立場から個々の生徒の特性

に合わせた支援を行っていきたいと思います。 


